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第B回  最 初の新造移民船安洋丸の登場 山田 廼 生(日締穀箸郵

ヤ=す

移民輸送 を目的に建造 されたわが国初の貨客船安洋九。 日本妥「猟時代の姿である。

ベルー移民と南米西岸航路

時代は下がるが,1934年 (昭和 9年 )盛 夏のこと,熊

本県出身の藤森直一,ム ツエの新婚夫婦が,90余 人の移

民仲間と横浜からカヤオヘと旅立った。船は南米西岸航

路の定期船暴洋丸で,藤 森夫婦の客室は,む ろんスティ

アリッジである。このときのベルー移民には,写 真結婚

の花嫁たちが多かったそうだ。

それから半世紀以上たった 1990年 (平成 2年 ),藤 森

夫婦の 2世 で農政学者のアルベル ト・フジモリ氏がペル

ー大統領に就任した。南米初の日系人大統領である。ペ

ルーの日系人は現在約 8万人で, この国ではマイノリテ

ィーに過ぎない。にもかかわらず, 日系人が大統領に選

ばれたのは, 日本人移民とその子孫たちが勤勉の徳性を

発揮し,ベ ルー社会の発展に多大な貢献をしたことに対

する高い評価と, これに伴う期待によるという。

1899年 (明治 32年 )の佐倉丸による第 1回移民から1

世紀。米国と同様に排日運動が盛んだったため,南 米移

民の中でも特に苦難の生活を強いられたペルーの日系人

の努力は, こうして実を結びつつある。

外務省の統計によると,佐 倉丸から契約移民が廃止さ
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れる1923年 (大正 12年 )ま での25年 間, この国に入っ

た日本人は21.420人。ほとんどが農場で働く契約労働者

である。その多くは沖縄,熊 本,広 島,福 岡,山 田の出

身で,西 日本の農民が大半を占めている。男女別では男

子が 9割近 く。ブラジル移民と異なり,出 稼ぎ渡航の色

彩が濃いのがペルー移民の特徴だった。

渡航者が特に多かったのは,第 1次大戦中の 1915～19

年の 5年 間で,年 平均 1,600人が移住している (第1表

参照)。この5年 間は,戦争景気に刺激されたペルー農業

が頂点を極めた時期であった。

明治末年以降, これらペルー移民の輸送に当たったの

は,東 洋汽船の南米西岸航路の船である。1905年 (明治

38年 )に 開設されたこの航路は,当 初は年 3便 という定

期航路と呼ぶにはほど遠い間隔でスタートしたが, 4年

後に国の遠洋航路補助法の助成対象となってからは, 3

隻で隔月 1便 のサービスを維持した。使用 l.4は,油 樽船

を改装した紀洋丸(9287総 トン,1910年 建造),武 洋丸

(5)238絡 トン,1908年 建造),北米航路から転じた香港

丸 (6,064給 トン,1898年 進水)な どである。

隔月 1便の間隔とはいえす旅客需要の主体であるペル

ー移民が年 1,600人程度では,経 営は厳しかった。しか

し日本人のほか,香 港とペルーを往復する中国人スティ
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アリッジ客を相応に見込めること,船 をハワイやメキシ

ヨにも寄港させてこまめに集客することで,な んとか運

航をキープできた。それに何といっても国の航路補助が

大きかった。貨物輸送の方では,復 航の肥料用チリ硝石

の需要が好調で,営 業に大きく貢献した。

幸い,競 合する船会社がなかったこともあって, この

南米西岸航路はその後,貨 主客従の幹線航路として第2

次大戦前まで命脈を保つことになる。

専用の新造南米移民船の登場

運航基盤が固まってくると,船 が弱体なことが問題に

なってきた。なにしろ主力船は油槽船からの転用貨客船

であり,航 路事情に合っているとはいい難い。そこで東

洋汽船は南米西岸航路の実情を調査し,航 路に合った船

型と性能を持つ船を新造することにした。

9,500総 トン型,航海速力 14ノ ットという当時では高

速船に属するこの船は,1911年 (明治 44年 )9月 に長崎

の三菱造船所で起工され,1913年 (大正 2年 )6月 に完

成した。これが移民輸送を目的に設計建造されたわが国

最初の貨客船,安 洋丸である。

同社はさらに,安洋丸就航の年に英国で建造中の6,500

絡 トンの貨客船を購入し,静 洋丸と命名。武洋丸に代え

て南米西岸航路に投入した。こうして,新 造の安洋丸に

静洋丸と紀洋丸を配した 3隻態勢による隔月サービスが,

大正中期まで続くのである。

安洋丸は, 日本で初めてギヤード・タービン主機を搭

載した商船として,造 船史上知られている。従来の天洋

丸など初期の蒸気タービンは,主 機軸と推進軸を直結す

る方式を採用していたが,タ ービンは回転が速すきるた

め,推 進効率が低下する欠点があった。そこで歯車装置

を介して両者を運結し,双 方が最も効率のよい速度で回

転するようにしたのがこの方式である。

安洋丸に装備されたのは,三 菱造船所が英国パーソン

ズ社からライセンスを得ていた一段減速型のギヤード・

タービン2基 (2軸 )で ,歯 車減速装置付きの遠洋航路

タービン船としては,世 界で 2番 目のものといわれてい

る。一段減速型のタービン主機は,そ の後鉄道連絡船の

勃鳳丸 (3,461総 トン,1992年 竣工)級 や金剛丸 (7,082

総 トン,1936年 峻工)級 といった快速客船で導入された

が,タ ービンの回転の高速化に伴い,二 段減速型のもの

が次第に用いられるようになった。

ちなみに,「日本汽船件名録Jによると,安 洋丸のター

ビン主機の最大出力は7,500馬力,最高速力は 153ノ ッ

ト。燃料炭消費量は,航 海速力で走って 1日 53ト ン。燃

料炭庫のキャパンティは,予 備炭庫を含めて4,877ト ン

と大容量である。したがって,92日 間,約 3万 浬を燃料
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第 1表  大 工 ・昭和期の日本人ベルー移民数(1913～41年 )

93年 (大正 2年)

94年 (〃 3年)

95年 (〃 4年 )
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f ′4 1 0
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593

166
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223

111

24

合   計 23,964

た)外 務省 「旅券下付数及び移民統け」などによる。

補給なしで走れる計算となる。

技術面の説明はこれぐらいにして,次 にこの船の移民

船としての機能について述べよう。

歴史上の安洋丸はギヤード・タービンの関連解説に終

始し,最 初の新造移民船という建造目的について語られ

ることがない。これは日本の海運 ・造船史が,船 を運航

する側と造る側の歴史,つ まり供給側の視点からの歴史

になっていることに出来する。しかし,移 民船史である

本稿では,あ くまでも船を利用する側,す なわち船客側

からの視点を尊重して,記 述を進めていくことにしたい。

安洋丸の雪室設備について

安洋丸は, 2年 後に登場する
。
はわい丸
"級
と同じ3

層の速浪甲板船である。船首尾方向に上甲板と第2甲板

が全通し,上 甲板の上を遮浪甲板が覆っている。スティ

アリッジ (二等)は 4室 (区画)か ら成り,上 甲板の前

後部と第2甲板後部に配置されている。

別掲の各室配置図をご覧いただきたい。

まず,上 甲板前部に中国人用スティアリッジがある。

定員148人 と126人の区画が2室 ,そ れに便所と浴室の

付いた女子用客室が1室 (30人)。調理室も中国人用のも

のが別個にあり,フ ォア・マストのデリック台の中に位

置していた。東洋汽船の客船は,伝 統的に中国人への配

慮が手厚かったようだ。天洋丸級の中国人スティアリッ

ジには,ア ヘン吸飲用のオピウム・デンも設けられてい

たが,安 洋丸にはさすがにこれはない。

中国人区画の船首寄りは,下 級船員の大部屋。笠戸丸

もそうだったが,戦 前の下級船員居住区は,た いていこ

の位置に置かれていた。

上甲板の燃料炭庫隔壁の後方は,二 等エリアである。

船客定員は合計50人。二段ベッドニ式とソファーベッド
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をしつらえた 5人部屋が,両舷合わせて 10室 ある。その

うち5宝 は内側客室で,タ ンデム・キャビン (縦列船室)

の構造を採用していた。

タンデム 。キャビンというのは,英 国ビビー ・ライン

のビツレマ航路客船ウォリックシャー Warwickshire(7,

980給 トン,1902年 建造)に 初めて導入された客宝配置

で,各 内側客室に舷側まで細い通路を設けて舷窓を付け,

L字 型の海側各室にしたものである。一名ビビー式客室

とも呼ばれる。電気照明や機械通風が不十分であった時

代,熱 帯水域を航海する大型客船の内側客室では自然光

と外気が不足がちだったので, こうした配置が考えられ

たのである。

両舷の客室に挟まれた中央部は食堂。その上部 (速浪

甲板)に は二等喫煙室が設けられていた。二等の船客層

は自由移民,移 民会社の社員,一 般旅行者といったとこ

ろであろうが,安 洋丸の二等設備は,大 正初期の客船と

第 2甲板

C操碇宣 0と 官居仁区 0-等 喫煙堂 ④―等食堂(32席)0-等 客室エリア(0宣)0二 等喫煙室 O男 子
用病室 ⑤女子用病室.0劇 理室 ⑩ スティアリンシ入日 O中 国人用スティアリッシ (2区画 48人 ■ 26
人)⑫ 中国人用女子用零室 (30人), ttスティアリッシ用便所 浴室 O下 級納員居住区 O燃 料炭震,O二 等
食堂)0二 等客宣エリア (0室)Oタ ンテム キャビンの一例 0二 等用便eFr浴室 0日 本人用スティアリッ
シ (1区画 56人 )0日 本人用女子用客室 (30人)0日 本人用スティアリッシ (1区口, 48人)

安洋九客宣配置図
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してはグレードが高かったといえる。二等エリアの後方

には,定 員 156人 の日本人用スティアリッジ 1区画と定

員 30人 の女子客室 1室が続き,蚕棚式の二段ベッドが所

狭しと並んでいた。日本人用の大部屋は下の第 2甲板後

部 (定員 148人)に もあった。

むろんスティアリッジは貨Vl倉と兼用であるから,復

航の際には蚕lllを撤去し,肥 料用チリ硝石などを室内に

収容した。スティアリッジの合計定員は,日 本人用 334

人,中 国人用 304人 で,合 わせて 638人。 4区画の大部

屋から構成されているこの安洋丸の客室レイアウトは,

南米移民船の典型として
一時代を画した後年の

“
さんと

す丸
"級
においても採用されている。

船尾甲板室には,男 子用病室 (5人 )と女子用病室 (3

人)かS設けられていた。客室から遠く,ビ ッチングと推

進軸振動の大きい船尾に病室があるのは,治 療によいと

はいい難いが, これは伝染病患者の隔離病室として使う

ための配慮であろう。この配置はその後の移民船でも踏

襲されており,4さ んとす丸
〕
級では船尾甲板室上層のボ

ート甲板に位置していた。

移民とは直接関係ないが,一 等の設備についても触れ

ておこう。
一等客室エリアは,船 橋甲板室の 1層 に位置している。

最前部に席数 32の
一等食堂があり,その後方両舷に一等

客室が 5室 ずつ,計 10室が配置されていた。客室はツイ

ンルーム。「東洋汽船六十四年の歩みJ(1964年 中野秀雄

編・刊)の 付表には,一 等定員 40人 とあるが,ソ ファー

ベッド,プ ルマンベッド各
一式がセットされていたのだ

ろうか。煙突後方のボート甲板には,天 丼に天窓を付し

た喫煙室が置かれており, これに隣接してバーの設備も

あった。

総じて安洋丸の上級客室は,二 等を含めて設備が格段

に向上しており,一 時代前の笠戸丸などと比べると,様

変わりの内装となっていた。

安洋丸以前のスティアリッジ

以上,移 民専用に設計新造された最初の賃客船安洋丸

のスティアリッジを中心に見てきたが, こうした内装形

式が確立される以前の古いタイプのスティアリッジにつ

いて, ここで一応まとめておこう。

移民船の客室といって誰もが連想するのは,蚕 棚ベッ

ドがぎっしり並んでいる情景であろう。

安洋丸で大々的に導入されたこの組み立て式の蚕棚ベ

ッドは,笠 戸丸や天洋丸級などでも用いられたが,安 洋

丸以前の時代のスティアリッジの主流はといえば,こ れ

まで再三紹介してきた二段雑居客室,つ まり船倉内に棚

状の桟敷を二段にしつらえたものである。このタイプの
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客室の様子は,第 2回 の 「明治のハワイ移民②」で正岡

子現の 「従軍紀事Jの 記事を引用し,そ の劣悪な居住性

について触れた。

子規が乗船したのは,ハ ワイ移民船神州丸(2,839総 ト

ン,1873年 建造)と 同型の日本郵船の海城丸 (3,231総

トン,1873年 建造)の大部屋であったが,次 に紹介する

記事は,海城丸より20年 ほど新しい郵船のシアトル航路

定期船山口丸 (3,287総 トン,1890年 建造)の 二段雑居

客室の情景である。
“
室とは名ばかり船中の窟答 (あなぐら)と も見るベ

き所に,立 廻したる棚の上に枕を嚇 (なら)べ て打臥せ

る者百を越へたり。真の小き円窓より微かに洩るる光線

は,朦 朧として黄昏の光よりも弱く,其 中に蓋めく人々

の顔色さへ冴へたるはなく,陰 欝の気四隣に満ちて,生

温き風の堪へ難き臭気を送りて来る。予は宛も罪ありて

年獄に投ぜられしが如くに感ぜり。
"

これは星野徳治の「異郷の各J(1903年 警醒社刊)の一

文である。星野が 1898年 (明治 31年 )に 山口丸の二等

で渡米した折,彼 の目に入った実景を結写したもので,

スティアリッジの陰欝な様子を具体的に読み取ることが

できよう。乗船に際して星野は布団,毛 布,枕 ,寝 巻の

類を携帯しており, この時期,寝 具は移民たちの持ち込

みであったことが分かる。

次貢に掲げた 「神奈川丸の三等客室略図」は,郵 船の

神奈川丸 (6,150給 トン,1897年 竣工)の 南米移民船時

代の二段雑居客室で,移 民船の公式調査としては唯
一の

「移民運送船之研究」(1930年外務省通商局刊)を もと

に,筆 者が作図したものである。神奈川丸は欧州航路用

に建造された 13隻 ワンセットの第 1船 であるが,1917

年 (大正 6年 )の 南米東岸航路の開設後この航路に転じ,

1931年 (昭和 6年 )の 郵商協約により航路閉鎖となるま

で,十 数年間南米移民lHAとして稼働した。

図は主甲板後部の第 4, 5船 倉に位置するスティアリ

ッジの見取図で,桟敷部分の定員は280人。これに30人

分の蚕棚ベッドが付いている。

図を見て分かるように二段になった畳桟敷が舷側に沿

って並んでいるほか,棚 のない桟敷も設置されていた。

第 4船倉への昇降階段はハッチ (槍日)の 脇に取り付け

られており,撤 去可能な簡易式のものだったと思われる。

神奈川丸の移民船時代の船客定員は一等 9人 ,二 等 710

人となっているので,主 甲板の前部にも同様のレイアウ

トの大部屋が広がつていたのであろう。

1層上の上甲板の船尾甲板室には出産室があり,第 5,

6ハ ッチに狭まれた甲板室には第 5船倉への昇降階段,

トイレ,医 務室,売 店が設けられている。出産室は隔離

病室としても機能したのであろう。さらに第 5ハ ッチの

脇には浴室,配 膳室,洗 濯室を配した小さい甲板室が造
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上甲板後部

二段桟敷から蚕棚ベッド方式ヘ

llt念ながら, このような移民l14の工段雑居客室を記録

した?す丁tは,伴 その手ブ[にはない。】」掲の胎内写真はりj

冶水年のFlは連絡船比雑夫丸 (1480総 トン,1蜘)S午吸

l,の t杵午午であるが, こうした映像から移民船内部

をイメージするしか今のところすべはない。この1ヒ柵大

|とのを141貨敗は】とではなく,板 の上にゴザを敷いただけ

のものであったという。

女洋大しの↓f/後, スティアリッジは, この二段枝放の

杵仲1方式から査‖‖ベッド方式に次第に移行し,屈 住性も

向 にするのであるが,当 初のま棚ベッドは後年のような

機行ヒ町なものではなかった。

次に,'1'る のは,笠戸丸移民から5年後の 1913年ヽ

月に,竹 村舶民i苅郎|のチャーター船市図丸 (5163総 ト

神奈メtれの二等客空崎図

0第 4ハ ンチ(臨口)(乞済けハッテ 0嫌

,′ヽッチ の 客宗への昇陣階な ro洸濃賀

0難騰室)〇杏埜)0区 務宙 19便 Fr 10j

売店 O出 産宣 0冷 成陣 ⅢⅢ倉陣 ●船
懲 〔う第4猫倉スティアリッシ (52人)
G二 貴畳浅敷(■段2S人 下段24人)Ⅲ 二

段屋機敷(上段8人)下験8人),禁 佐敷
難宗葱‐‐ (22人)● 食器棚 仰 テーブル
2 rt金用衣日/カー 0書 架 ,据 B促物要
肇 笙品室 0ン ルク空 ,第 5値倉ステ
ィアリッシ(38人),0工 段低機敬(上段20
人 下殺20人)0二 段養lt政 (上段5人
下段5人)0と 桟残 (8人)0第 6船倉
ステイアウンシ (60人)0■ 祇敷 (30
人)を 蚕相ベンド(30人)0通 鳳口 こ
大聖湧晟機 0扇 風後

られていた.

スティアリッジのi内 は,外 光を近るようにはなに沿

って!」女の作■を1夕つらえていたから, さぞかし時かっ

たであろう。むろん'じ気!HりJがあったし,桟 敗の核なに

ltrする‖̀ 分には採光のための隙間を切 り取ってはいたが,

なにしろヤヽ舟 ll lJの広大な空間である。大部屁の ド十分

は北が1向かないのでお暗 く,全 体 として陰惨な雰阿気が

支内じしていたことと想lFrされる。

ン、1891年残工)で神戸からブラジルに向かった,trt,it

移民町村+大 の体験記である。野村4夫 は, オサ:′Lメ)

探行を伴って市国丸のスティアリッジの l.となり,5111

かけてサントスまで航海した。
“
移民に言1りヽてられた情宝には,蚕 棚の にうにベッ

ドが設けられていた。ベッドといってもネl14の1にゴザ

を取いただけのもので,ベ ッド数を増やⅢためにベット

とベッドの間は極端に狭く,大 人がIl体を枚にしてや サ

と人れるほどの広さだった。これから=力 ,J■l■くを,影

民はここで過ごきなければならなかった。彬民たちは扶

"が すとと,身 の回りの荷物の整型を始めた。 サ 」は11

玄貸々ペッドの隅に置き,毛 布を取り出して■人や禁行

のベッドを整えると、自分はベッドにtlを横たえた。
"

(‖う祐ヤ誉著.1990年議談社干」,「を眠の人地J より)

イアに,陰 l‐な実例紹介ばかりで恐綿たが,本 布ちは成辺

の‖||‖を旅客対象とする移式船の雁史なので,‖ !格 L

どうしても話が陰気になる。今後もこの 1うなげ1いfll題

が続 くが,ど 辛抱いただきたい。

市円丸という船は,元英国 1)柱0社 のインドイ村1航路

のと【年 lltマザゴンMazagonで ある。のうに代中ブリア

イッシュ・インディア社の時代を経て,野 村 求 がモ■ヽ

した 1913年の 4月 に大連の南満州汽船にLlたり,市|はし

と改名したもの。このブラジル行きが,売 オけ後it初の速

|十航海であったと思われる。

第 2表  大 正 昭 和期の高米西岸航路客船

垂線間長×幅{m)

―
等 4 0 . 二 寺 5 0 1 三 等 5 4 6

―等3 0  二等4 0  二等3 8 4

-等 4 6 ,こ寺S i二 年5 8 6
-等 4 0 .二年3 8  二等3 8 8

-等 4 0 ,二等4 2 ,二年3 8 4
-等 4 2 .二等8 0 ,二等5 0 0

140 2X18 3

2 3 4 X 5 8

140 2/18 3

8 5 6 × 7 7

4 0 2 X 8 2

主  機 甚力(11)

ネ気タービン2基 三芸長崎造船所

Rus s d (英グリー/ッ ク)

三菱長崎造船所

浅野造船所

大阪鉄工所

建  道  所

安

静

紫

領

曇

平

テキ 九

洋 九

,■九

洋 れ

洋 九

洋 九

三達成 2基

ネ気タービン2 tr

″

ディーゼル 2基

1 5 3

13

1 5 9

1 4 6

1 6 7

(964年中野義姓編 刊)による 安キメしの二等定Hけネ文の数字と異なる
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定)車 キ汽船社対 (平洋丸々僚 (5隻 )の 船客足草は 「束う■A付 六十四年の)み |



大正・昭和期の高米西岸航路客船

第 1次大戦後の 1919年 (大正 8年 ),東 洋汽船は南米

西岸航路用の貨客船 3隻 の新造を計画し,9500総 トン

型 1隻 を三菱長崎造船所に,8600総 トン型 2隻 を浅野

系列の浅野造船所に発注した。前述のように, この航路

の定期船のうち,南 米航路用に建造された本職の移民船

は安洋丸だけ。紀洋丸は改装客船であるし,蕎 洋丸はも

ともと英国造船所のストック・ボートで, この航路に適

しているとはいえなかった。

そこで思い切って一挙に3隻新造し,貨 物船を含む6

隻体制で月 1便 のサービスを行なおうというのが,東 洋

汽船のもくろみであった。戦争景気で業績も改善されて

いたし,船 価 もこの当時は安かった。大戦中はペルーヘ

の渡航者が多く, 国清, 日露戦後の実例から,大 戦後は

移住者がさらにふえるものと予測したようだ。

かくして 1921年 (大正 10年 )2月 ,三 菱長崎に発注

した架洋丸が竣工し, 6月 に就航。浅野発注分の 1番船

銀洋丸も同年 5月 に完成し, 8月 から南米西岸航路に張

り付いた。 2番船墨洋丸は大戦後の不況のため工事が遅

れ,1924年 10月 に至って政工,11月 に同航路に姿を見

せている。3隻 の登場に先立ち,1920年 11月 に,か ねて

からの計画どおり運航体制が月 1使 となり,国 からの助

成金も増額された。

3隻 の主要目は,第 2表 を参照いただきたい。

築洋丸は,安 洋丸と同型の貨客船である。安洋丸と異

なる点は,ス ティアリッジ全室をに中板 1層 に集めてい

ること。そのため,上 甲板の燃料炭庫スペースを減らし

ている。主機は同じ型式なので,航 続距離は当然短くな

った。また,浅 野製の銀洋丸と塁洋丸の両姉妹船は,安

洋丸をひと回り小型にしたものである。やはり3層の遮

浪甲板船で,ス ティアリッジは上甲板に位置しており,

定員が安洋丸級より少なくなっている。

大正期における南米西岸航路定期船のペルー移民の輸

送状況は,第 3表 (次頁)の とおりである。ほほ隔月の

運l■■であるが,旅 客数は少なく,ほ とん どの航海が

100‐200人 といったところ。当てにしていたベルーヘの

明治末年の青函遵紙描比羅夫九の二等雑居暮宣。同船のこ段

桟取は畳ではなく板の上にゴザを敷いただけのものだった。

移民需要がこの程度では,新 造船 3隻 の投入は,結 果的

にはもくろみ違いに終わつたといわざるをえない。

結局,墨 洋丸の就航 2年後の 1926年 (大正 15年 ),客

船経営を断念した同社は,北 米 ・南米西岸両航路の営業

権と天洋丸など8隻 を出資して第二東洋汽船を設立, 日

本郵船と合併するに至った。安洋丸と上記 3隻 は郵船に

引き渡され,南 米西岸航路はこれ以後郵船の運航時代に

入る。郵船社旗で航海した第 1船 は, この年の 3月 に横

浜から南米に向け出航した銀洋丸である。

当初,郵 船は安洋丸以下 4隻 を投入し, 6週 1便 のサ

ービスを行なった。寄港地は香港,門 司,神 戸,横 浜,

ホノルル, ヒロ(往航),サ ンフランシスコ,ロ サンゼル

ス,マ ンサニーヨ,バ ルボア,カ ヤォ, ピスコ (往lF■),

モイェンド,ア リカ(往航),パ ルパライソ。明治の航路

開設当時と比べると,寄 港地がふえている。

4隻 のうち,安 洋丸は昭和に入って船齢 13年 となり,

2年後に助成資格を失う。そこで,郵 船はその代替船と

して平洋丸 (起工時の船名は福洋丸)を 大阪鉄工所桜島

工場で建造した。1930年 (昭和 5年 )3月 にデビューし

た同船は,主 機に三菱製のディーゼルを搭載した優秀船

で,各 室設備も格段に向上していた。特に一等公室の内

装は,外 国人船客誘致のため英国業者に発注し,大 いに

贅をこらしていた。

二等客室も従来の蚕棚の大部屋ではなく,す べてヨン

パートメント(1室 8～ 12人中心)。二等食堂と喫煙室も

設けられている。地味な存在だったが,平 洋丸は客室設

備に関しては,戦 前と戦後を通じて最も優れた移民船で

あったといえよう。

森岡移民会社の興亡とベルー移民

ベルーヘの契約移民は, 日本とベルー両国関係者の合

意のうえで,1923年 (大正 12年)11月 をもって廃止さ

943年間洋海違に出資

建造中のストック ポ ー トを購入, 926年万成汽船に売却

安洋九と同型, 943年南洋海運に出資

943年戦没

銀洋丸と同型, 939年炎上沈注

943年戦没
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第 3表 航 海次別日本人ペルー移民数(1912～23年 ,南 米西岸航酪)

カヤオ41清年月 船 名 移民数 カヤオ到着年月 船 名 移民数

92年 (大工 1年)7月

0月

2月

93年 (大正 2年 )1月

4月

5月

8月

0月

2月

94年 (大正 3年 )2月

4月

6月

8月

95年 (大正 4年 )1月

3月

5月

7月

9月

H月

96年 (大正 5年 )1月

3月

5月

7月

9月

月

97年 (大正 6年 )1月

3月

5月

7月

9月

月

言 港 丸

紀 ■ 九

武 洋 丸

香 港 九

紀 洋 丸

武 洋 丸

安 洋 丸

紀 洋 丸

欝 洋 九

安 洋 九

紀 洋 丸

静 洋 九

安 洋 丸

静 洋 丸

孫B;辛 九

安 洋 丸

静 洋 丸

紀 洋 丸

安 洋 九

器 洋 丸

孫B'■ 九

安 洋 丸

器 洋 九

紀 洋 丸

安 洋 九

静 洋 丸

孫巳'■九

安 洋 九

蒔 洋 九

紀 洋 丸

安 洋 九

105

270

38

233

65

79

375

2 1 4

i34

169

48

302

429

273

6

230

97

233

275

157

127

89

2 1 4

243

307

236

231

365

2 1 5

2

368

98年 (大正 7年 )1月

7月

5月

7月

9月

H月

99年 (大正 3年 )月

3月

5月

7月

9月

月

920年(大正 9年 )1月

3月

5月

7月

月

92年 (大正 0年)1月

3月

6月

7月

8月

月

1 2月

922年(大正 年 )1月

323年(大正 2年)3月

5月

6月

8月

9月

静 洋 丸

紀 洋 丸

安 洋 九

日 本 丸

紀 洋 九

安 洋 丸

日 本 九

孫B'革 丸

安 洋 九

静 洋 丸

紀 洋 丸

安 洋 九

静 洋 れ

紀 洋 九

安 洋 丸

静 洋 丸

安 洋 九

静 洋 丸

孫B;羊 丸

安 洋 丸

器 洋 丸

禁 洋 丸

銀 洋 丸

安 洋 丸

静 洋 丸

築 洋 丸

銀 洋 丸

安 洋 丸

静 洋 九

梁 洋 九

253

255

439

201

244

268

172

236

269

209

282

1 8 1

184

144

74

31

198

173

111

163

147

2

25

23

41

33

49

51

37

30

れた。第 1次大戦後,ペ ルー農業が砂糖キビから綿花栽

培へ転換し,現 地人労働者で間に合うようになったのが,

廃止の大きな理由とされている。

同年 9月 24日 カヤオ到着の築洋丸が契約移民の最終

便となったが, この時期になると日本人はベルーの農業

や商業の分野に進出していたので,契 約によらない呼寄

せ移民はその後も続いた。

冒頭で触れたように,1899年 の佐倉丸から1923年の

築洋丸までの 25年 間,こ の国に渡航した日本人移民は

21,420人 を数えるが,そ のうちの 8割以上は,下 記の移

民会社が送り込んだものである。ご覧のように,森 岡移

民会社の取扱い分が圧倒的に多い。

森岡移民会社 14,829人

明治殖民会社  1,003人

海外興業会社  1,054人

東洋移民会社

左)Aモ リモ ト「ベルーの日本人移民」(992年 日本評論社刊)な どに

より作成したが 出 典の関係で第 1表と移員数に差異がある

878人

森岡移民がペルー移民の草分け

であることは,第 5回 の 「明治の

メキンコ/ペルー移民」で述べた。

日清戦争のさなか,森 岡真によっ

て東京に設立された同社は,当 初

は森岡真の個人名義 (便宣的に森

岡商会と称した)で ハフイ移民を

主体に営業していたが,大 正初年

に株式会社に改組。移民先をハワ

イからベルーに切り替え,営 業の

拡大を図つた。

この問〕自前の中古移民船巌島

丸 (3,882総 トン,1887年 建造)

を動かしたことも前に述べた。し

かし,船 には素人である移民会社

による運航は実際にはうまくいか

なかった。故障が頻発してしばし

ば漂流するため,移 民たちは,巌

島丸ではなく
“
いつつくか丸

"で

あると,軽 蔑とあきらめの感情を

こめて称したという。

こうした割青もあって,明 治の

末に同社は東洋汽船との提携を深

め,1913年 に森岡移民合名会社と

改名。1918年 (大正 7年 )に は,

東洋汽船直系の森岡移民株式合資

会社として再発足した。社長は浅

野総一郎の子息浅野良三 (東洋汽

船の三代目社長)で ある。

ほほ同時期の 1917年 ,移民会社

の一本化を図ろうとする国の指導により,郵 船系の東洋

移民を主体に4社が合併,「海外興業株式会社Jが設立さ

れた。次いで1920年には森岡移民も海外興業に吸収され

て解散する。海外興業は唯一の移民会社として,官 民協

力の国策的移民事業を進めることになった。そして,移

民船の活躍舞台もベルーを中心とする南米西岸航路から,

ブラジルを中心とする南米東岸航路へと移っていくので

ある。

郵船時代の南米西岸航路は,貨 物需要が大半となり,

往航は香港積みの米,復 航はチリ積みの硝石と銅鉱石で

賑わった。1939年 (昭和 14年)7月 には,銅 鉱石を積ん

で帰国する途中の墨洋丸が,銅 鉱石の発熱で火災を起こ

し,日 本近海で沈没している。

大平洋戦争開戦直後の1942年 (昭和 17年)1月 3日,

銅鉱石を満載した賀物船鳴門丸 (7.142総トン,1934年

竣工)が横浜に帰港したが, この航海が1905年に倉け設さ

れた南米西岸航路の最終便となった。(入江寅次者,1942年 井田書店刊「部人海外発展史Jによる)
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